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6月定例会の日程

太田市議会事務局
　0276‒47‒1806　　　0276‒47‒1860
E-mail:otagikai@mx.city.ota.gunma.jp

６月12日㈮ 本会議　一般質問
６月15日㈪ 本会議　一般質問
６月16日㈫ 本会議　一般質問、市長提出議案の説明
６月18日㈭ 本会議　議案質疑、委員会付託
６月22日㈪ 総務企画委員会　市民文教委員会
６月23日㈫ 健康福祉委員会　都市産業委員会
６月29日㈪ 本会議　委員長報告など
 ※原則、午前9時30分開会。日程・時間は変更の場合もあり。

　新型コロナウイルス感染症拡大の状況により、傍聴の自粛をお
願いする可能性があります。
詳しくは太田市議会ホームページをご覧いただくか、お電話等
でお問い合わせください。

東日本大震災の経験から学ぶ災害対応

　2月12日に太田市議会議員研修会を開催し、災害時の対応をテーマに研修を行いました。
　市議会は、市民の皆さんの安全・安心を第一に守るべく、防災計画や災害対策を推し進めていきます。

新型コロナウイルスの
さらなる感染拡大防止等を要望

　3月7日に市内で新型コロナウイルス感染症患者が発生したこ
とに伴い、市議会は3月9日、市長に対して要望書を提出しました。

　令和 2 年 3 月 9 日
　太田市長　清水　聖義　様
　　　　　　　　　　　　　太田市議会議長　久保田　俊

要望書
この度の、太田市内での新型コロナウイルス感染症患者の発生

に関し、下記について要望いたします。

記
1 　新型コロナウイルス感染症患者のプライバシー保護を徹底す

ること。
2 　感染症患者の家族のプライバシー保護と精神的ケアを図ること。
3　園児や児童・生徒の安全確保と精神的ケアに努めること。
4　更なる、新型コロナウイルス感染拡大防止に努めること。
5 　正確で細やかな情報提供に努めること（外国人市民に対しても）。
6 　上記項目を実行するための必要な予算措置を講じること。
 以上
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３月定例会  総括質疑要旨

議　員　本市における企業版ふるさと納
税（正式名称：地方創生応援税制）の現
状を伺います。
企画部長　地方創生を推進する中で、財
源確保に対して効果の高い制度です。企
業側は税の軽減やイメージアップにつな
がる、市側は事業進

しんちょく

捗のための貴重な財
源を確保できるというメリットがあります。
本市では、令和元年度から国の許可を得
て寄附受け入れが可能となり、17の企業
から、合わせて290万円を受け入れる予
定です。これは今年度の受け入れ可能額
の全額に達し、寄附金は主にシティプロ
モーション事業へ充当することを予定して
います。

議　員　人口減少問題に対処するため
には、出生率よりも出産する世代の女性
の人口に着目し、女性が住みやすい環境
づくりを重視すべきと考えます。第2期「ま
ち・ひと・しごと創生総合戦略」におけ
る本市のひと・しごとに対する新たな視
点と目標を伺います。
企画部長　子育て世代の定着や新たな
人口転入を図る「ひと」の基本目標ととも
に、市内の雇用、特に若者・女性の働く
場を確保する「しごと」の基本目標を掲げ、
女性の就労・創業支援や、市のブランド
力向上等に取り組んでいきたいと考えて
います。
議　員　特定の地域やそこの人々に関心
を持つ、関係人口の創出と拡大について、
本市における所見を伺います。
企画部長　定住人口に限らず人の流れ
を創出することに着目し、文化スポーツ交
流や都市間交流等を通じて、地域の発展
を目指したいと考えています。
議　員　第2期総合戦略について、本市

議　員　市斎場は建築後38年が経過し、
エアコンやトイレ等の老朽化が進んでおり、
駐車場や遺体安置室も不足しています。
利用者からは、タクシー乗り場やクロー
ゼットの新設、遺族の宿泊施設の整備等
の要望が上がっているようです。斎場運
営のサービス低下への対応について伺い
ます。
市民生活部長　利用者が不便を感じるこ
とのないよう、補修工事等の必要な対応
をしたいと考えます。利用者からの要望に
ついては、今後、斎場を整備する中で研究
したいと考えています。
議　員　昨年6月に、1市3町の斎場の
統合について研究報告書が発表されまし
たが、その経緯と内容を伺います。
市民生活部長　太田市、大泉町、邑楽町、
千代田町で、平成30年3月から研究会を
開催し、各市町へその報告書を提出しま
した。内容は、各市町長が斎場の整備を
検討するための基礎資料であり、斎場を
広域化した場合のメリットや候補地等の

議　員　東京2020オリンピック・パラリ
ンピックの開催により、本市においても外
国人来訪者の増加が想定されますが、新
型コロナウイルス感染拡大防止のための
対策と対応について伺います。
文化スポーツ部長　国、県および大会組
織委員会等の動向を注視しながら、適切
な対応に努めたいと考えています。
議　員　本市はオーストラリアとマラウイ
共和国のホストタウンとして合意がなされ
ましたが、両国へのおもてなし等、オリン
ピック・パラリンピックに係る予算の概要
を伺います。
文化スポーツ部長　令和元年度は、事
前キャンプ誘致事業費や聖火リレーに係
る費用として1,283万2千円、2年度は、
事前キャンプ誘致事業費やパブリック
ビューイング 等 の 応 援 事 業 費として
2,165万7千円を計上しました。
議　員　今後、両国とどのような交流関
係を構築していくか、市長の所見を伺いま
す。

議　員　本市における企業版ふるさと納
税の宣伝方法には改善の余地があると
考えます。2年度より制度の期限が5年間
延長され、税の軽減効果も現行の約6割
から約9割へと拡大されるなど、企業側に
も大変有利な制度となるため、さらなる
PRを行うことについて市長の所見を伺い
ます。
市　長　企業版ふるさと納税は非常に
有用な制度ですので、本市の関連企業に
対し、さらなる活用を促したいと思います。
特に、市民体育館の老朽化が激しいため、
この制度を積極的に使って全面改修を行
いたいと思います。
■その他の質問
・令和2年度の予算編成と市政運営に
ついて
・第2次太田市総合計画第4次実施計
画の推進について
・観光事業について
・指定管理者制度の現状と今後につい
て

における目標と展望を伺います。
市　長　子育て世代の定着や新たな人
口の転入は難しい課題ですが、子育てや
教育、老後等、全ての面で本市の魅力を
増すことで、人は集まってくると考えていま
す。併せて、女性が働きやすい環境をつ
くっていくことを通して、ひと・しごとの基
本目標を達成していきたいと考えていま
す。
■その他の質問
・予算編成について
・公共施設等総合管理計画について
・土地開発公社の現状と今後について
・太田駅周辺土地区画整理事業の進捗
状況について

研究および調査結果となっています。
議　員　斎場の統合について市長の所
見を伺います。　
市　長　各市町間で協議の場を設けて、
意見を出し合っているところです。その中
で、候補地の一つとして、本市と大泉町の
境を考えています。現状の不便を改善し、
需要に応えられるような斎場に仕上げて
いきたいと考えます。
■その他の質問
・本市の財政方針について
・農業支援について
・高齢者支援について
・ユーランド新田について

市　長　オーストラリアは約3年間、続け
て本市を合宿地に選んでくれており、それ
がオリンピックに結び付きました。今後もソ
フトボールを通じた友好関係を図るととも
に、本市の子どもたちがオーストラリアを
訪問して交流を深めることも考えています。
マラウイは少し遠いですが、特産物等を
本市で扱うほか、現地を訪れる機会等を
つくっていきたいと考えています。

■その他の質問
・令和2年度の予算編成について
・スポーツ施設の整備と管理について
・2050年脱炭素社会の実現に向けた
本市の取り組みについて

令和2年度施政並びに財政方針及び予算
について
―ふるさと納税の普及拡大について―

太田クラブ　白石　 と子

令和2年度施政並びに財政方針及び予算
について
―第2期「地方版総合戦略」について―

創政クラブ　大川　陽一

市斎場の今後について

太田クラブ　木村　康夫

東京2020オリンピック・パラリンピッ
クに向けた本市の取り組みについて

創政クラブ　髙藤　幸偉

代表総括質疑

代表総括質疑

代表総括質疑

代表総括質疑
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３月定例会  総括質疑要旨

議　員　8050問題や、昨年に相次いだ
ひきこもりに関連する事件から、相談窓口
の設置や支援体制の整備が全国レベル
での急務となっています。ひきこもり問題
に対する本市の対応の進捗状況と、今後
について伺います。
福祉こども部長　今年の1月から2月に
かけて、家族会と関係各課による意見交
換会を実施しました。ひきこもりの現状と、
それを解決したいと願う家族の心労や要
望等を直接お聞きし、支援の一環として、
家族や当事者の居場所づくりから始める
ことになりました。また、相談窓口や支援
体制については、厚生労働省が昨年12

議　員　本市には数多くの古墳が存在
し、特に天神山古墳は、その規模の大きさ
はもとより、太田駅から徒歩圏内という好
立地にある希少な文化財です。このように、
地元住民にとってはありふれていても、外
から見ると大変魅力的な本市の文化財を
活用した観光振興の課題と可能性につい
て伺います。
産業環境部長　歴史的文化財について
は、新しい観光資源である太田市美術
館・図書館等と結び付けてＰＲを行ってい
ます。観光資源としての文化財を生かし
切れていない部分については、関係課と
連携し、さらなるＰＲの充実に努めていき
たいと考えています。
議　員　近年では古墳女子という言葉も
誕生しており、天神山古墳をはじめとした
幅広い時代の文化財は、発信次第で強
力な観光資源となり得ます。また、製造だ
けでなく、見せる体制が整った工場も多く
あります。本市独自の文化財と観光資源
の再評価が必要と考えますが、市長の所

議　員　大雄建設が事業主体である、
北茨城市の特産品を中心とする交流物
産館について、総事業費、補助金2,500
万円の使途、赤字等により大雄建設が撤
退した場合の原状回復費用の見積もりと、
その担保としての保証金の額を伺います。
企画部長　総事業費は今後、変更となる
可能性もあり、まだ発表できる段階にあり
ません。補助金については、交流都市の
物産を扱うための必要備品に対して交付
する予定です。事業主体の撤退時には、
原状に復す内容の契約を締結する予定
であり、保証金は賃料の1年分、173万
7,600円を予定しています。原状回復費
用の見積もりは現状行っていませんが、原
状回復の必要が生じた際には、保証金を
その費用に充てる場合もあると思います。
議　員　約170万円の保証金では、原
状回復費用としては不足と思います。撤退
した場合には、その費用が市の負担となる
リスクがあります。また、補助金と保証金を
みると、約14年分の借地料を無料にする

議　員　（仮称）太田西複合拠点公共
施設の整備計画について、その内容と完
成の目途を伺います。
企画部長　この事業はいまだに構想段
階にあり、老朽化した公共施設の再編の
ほか、市民アンケートやワークショップ等
の意見を参考にして、民間商業施設等の
導入も視野に入れながら計画づくりを進
めています。公共施設の導入候補として
は、屋内プールや図書館のほか、行政セン
ター等の窓口機能も検討しています。施
設の完成時期については未定ですが、来
年度から設計業務が開始できるように準
備を進めているところです。

月、ひきこもりを中心に、介護や困窮と
いった複合的な問題を抱える家庭に対応
するために、市町村の体制整備を促す方
針を決定し、本年の通常国会に、財政面
での支援も含めて法案が提出されている
ようですので、併せて家族会の意見を聞
き、体制整備を検討したいと考えています。
議　員　ひきこもりに対する市長の所見
を伺います。
市　長　私も、ひきこもりの方のご家族や
関係者とお話をして、相談の場や居場所
の確保から始めるということで意見が一
致し、早速、担当が動いてくれているとこ
ろです。いずれは、いろいろな分野の困り
ごとがある人たちが、総合的に相談できる
ような環境をつくっていきたいと考えてい
ます。
■その他の質問
・財政方針・予算編成について
・減災・防災対策について
・子育て支援について
・ＳＤＧｓの推進について

見を伺います。
市　長　ＳＵＢＡＲＵやＡＧＦによる工場見
学の受け入れは、本市にとって非常に強
みであると考えます。一方、天神山古墳は
用地買収が完了せず、整備ができない状
況ですが、古い歴史を生かしてできること
を考えていきます。他の観光資源について
も、発掘して紹介していくことが大切と考
えています。
■その他の質問
・市民満足度アンケート調査結果の予
算への反映について
・災害対策について
・子育て支援策について
・農業振興について

のと同等であり、公益性に疑問が残りま
すが、市長の所見を伺います。

市　長　北関東自動車道の開通により、
海からのアクセスが大幅に向上したこと
から、群馬に海を持ってくるという視点の
政策として行うものです。この計画につい
て、いろいろな場で話をしましたが、反論
はほとんどありませんでした。北茨城市と
の都市交流の場としても有益と考えてい
ますので、建設を進めていきたいと考えて
います。
■その他の質問
・都市計画の変更について

議　員　単に各行政センターの機能を
集約させるのでなく、後期高齢者医療保
険受給者証の再発行の手続き等、各種
行政サービスのワンストップ化機能を持
たせるべきと考えます。また、県と協議し、
県の出先機関である保健福祉事務所を
含めた施設とすることについて、市長の所
見を伺います。
市　長　第2の市役所のような施設では
なく、補完的な施設として整備を計画して
います。効率的な行政運営を行うために
は機能の集約化が必要ですが、その中で
市民サービスが低下することのないように
したいと考えています。県の出先機関を含
めることについては、人件費等、財政的な
負担の増加につながりますので、県には
そのような意向はないのではないかと考
えます。
■その他の質問
・持続可能な財政運営について
・（仮称）市民体育館建設事業について
・おおた渡良瀬産業団地について

令和2年度施政並びに財政方針及び予算
について
―ひきこもりについて―

公明クラブ　星野　一広

令和2年度施政並びに財政方針及び予算
について
―文化財の保護活用と観光振興について―

創政クラブ　今井　俊哉

交流物産館の建設について

日本共産党　水野　正己

令和2年度施政並びに財政方針及び予算
について
―（仮称）太田西複合拠点公共施設の整
備計画について―

太田クラブ　大川　敬道

3月定例会では、2月26日に6人の議員が代表総括質疑を、27日に4人の議員が総括質疑を行い、令和2年度の施政や財政方針など
に関して活発な議論を展開しました。紙面の都合により、質問した議員に確認の上、1問を選び、質問と答弁の要旨を紹介します。

なお、総括質疑の模様は、太田市議会ホームページ「インターネット中継」からご覧いただくことができます。
また、定例会の正式な会議録は、市政情報コーナーや各市立図書館、市議会ホームページ、議会事務局などで６月下旬からご覧い

ただくことができます。
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議　員　令和2年度予算は、昨年の令和
元年東日本台風による水害に対して市が
どんな対応をするのか、多くの市民が当
事者として関心を持つ重要な予算です。
その編成に当たり、被災者の声や要望が
どう反映されたのか、具体的な予算措置
について伺います。
総務部長　主なものとして、昨年の台風
による災害対応を踏まえて地域防災計画
を修 正する各 種 計 画 策 定 委 託 料 に
1,359万6千円、また、拠点となる避難所
への非常用発電機の配備、MCA無線、
備蓄倉庫の設置等のための備品購入費
に2,671万円を計上しました。
議　員　学校の体育館を災害時の地域

議　員　おうかがい市バスの新制度にお
ける地区分けや料金設定、運行台数と、
福祉助成金受給者を対象外とした理由
を伺います。
市民生活部長　効率のよい運行のため、
現在の利用登録者数等を勘案し、市内を
3地区に分けて設定しました。料金は、市
民の代表らで構成される太田市地域公
共交通活性化協議会にて地区内200円、
地区外300円とし、運行台数は相乗率を
高めるため、各地区2台、計6台としました。
福祉助成金受給者については、福祉タク
シー券やじん臓機能障がい者等通院交
通費の補助を受ける人が、おうかがい市
バスのサービスと重複しないよう、対象外
としました。
議　員　公営住宅等、おうかがい市バス
が玄関前まで来られない立地の住民に
とって利便性は変わりません。料金体系の
見直しをすることと、併せて福祉助成金受
給者を利用対象者に含めることについて
市長の所見を伺います。

避難所として使用すべきと考えますが、今
後の対応も含め、所見を伺います。
教育部長　体育館については、避難所と
してのスペースは確保されているものの、
機能は十分でないと思われます。今後は、
小学校12校と中学校3校の体育館に付
属するミーティングルームに、エアコンの
設置や、お湯を供給するためのカセットコ
ンロ等の配備を検討したいと考えていま
す。
議　員　有事の際に組織として適切に
機能するよう、連絡調整の仕組みづくりを
含めた防災体制の強化を図るべきと考え
ますが、市長の所見を伺います。
市　長　令和元年東日本台風の際には、
現場で起きていることを把握するという

「情報」の要素が最も大切と感じました。
また、職員の招集の在り方等、実体験に
基づいて具体的な行動指針を作ろうと考
えています。3月定例会中にお示しする予
定ですので、指摘する点があればいただ
きたいと思います。

市　長　料金の値上げは、目的地に早く
到達するなど全体的なサービス向上のた
めですので、ご理解いただきたいと思いま
す。なお福祉助成金受給者については、お
うかがい市バスを利用できるようにしたい
と考えています。
議　員　おうかがい市バスを現行の9台
で運行し、加えてタクシー券を交付すべき
と考えますが、所見を伺います。
市　長　決められた料金でおうかがい
市バスを利用してもらいたいと思います
が、それが難しい人については、別の施策
を無償で行うことを考えています。
■その他の質問
・介護保険制度の拡充について

令和元年東日本台風による本市の浸水被
害に対する諸課題とその対応について

市民の会　尾内　謙一

おうかがい市バスの諸課題について

日本共産党　石井　ひろみつ

３月定例会  総括質疑要旨
総 括 質 疑 総 括 質 疑

次の議案を審査しました委員会
で　は

　本会議で各常任委員会に付託された議案の審査結果について、定例
会最終日に行われた委員長報告から要旨を抜粋してお知らせします。

総務企画委員会
■太田市議会の議員その他非常勤の職
員の公務災害補償等に関する条例の一
部改正について
説明　会計年度任用職員制度の導入に
伴い、非常勤であるフルタイム会計年度
任用職員には給料が支給されることから、
補償基礎額の区分に「給料が支給される
職員」を加え、その算定方法については、
常勤職員の公務災害補償に係る平均給
与額の例により実施機関が市長と協議し
て定める額とする等の改正を行います。
問 会計年度任用職員制度の導入に伴
い、新設となる「給料が支給される職員」
の補償基礎額の算定方法を伺います。
答 負傷日の属する月の前月の末日から
起算して、過去3カ月間、被災職員へ支払
われた給与総額から当該期間の総日数
で除して計算した額とします。
問 遺族補償年金を受けることができる
遺族の対象範囲および附則の受給資格

化に伴う見直しの内容を伺います。
答 改正後の法令に現行の特別職を当
てはめて見直しを行った結果、該当しない、
または、現在任用していない6つの職を整
理し、うち社会教育指導員においては、4
月から導入される会計年度任用職員へ
移行します。
問 社会教育指導員が特別職から一般
職へ変更となり、費用弁償の差異が生じ
ること等に起因する、士気の低下への懸
念について伺います。
答 移行後、職務内容を勘

か ん あ ん

案し、従前と
比して高い報酬が支給予定であるととも
に、新たに期末手当、年次有給休暇等が
整備されることから、士気の低下は招か
ないと考えています。
審査結果　原案可決

■太田市消防団条例の一部改正につい
て
説明　消防団組織の充実強化を図るた
め、能力や事情に応じて特定の活動のみ
に従事する機能別消防団員制度を新た
に導入しようとするもので、消防団員の種
類を基本消防団員と機能別消防団員と
し、その定員や報酬等について、所要の改
正を行います。
問 機能別消防団員制度導入に至る契
機について伺います。

答 現状、地域の協力を得ながら消防団
員確保のため、イベントでのPR等、さまざ
まな施策を講じているところではあります
が、近年、減少傾向となり、欠員を補

ほ

塡
て ん

し、
組織の充実強化を図り、任務を的確に遂
行するために導入します。
問 能力や事情に応じて特定の活動に
従事する機能別消防団員の想定される
職務内容を伺います。
答 大規模災害発生時の対応に係る情
報収集、外国人避難者への通訳、避難所
運営の補助および平常時における防火広
報、ラッパ吹奏訓練等を想定しています。
審査結果　原案可決

■町の区域の変更について
説明　株式会社SUBARUからの要望を
受け、群馬製作所本工場に隣接する約
5.9㌶の土地について、東長岡町の一部
をスバル町に変更します。
審査結果　原案可決

年齢の特例等の概要を伺います。
答 本条例の第17条に遺族の対象範囲
を規定しており、附則の受給資格年齢の
特例等については、配偶者と子を除く遺
族において、受給資格年齢が60歳以上
であるものを、特例措置により当分の間、
55歳以上に繰り上げ、支給については
60歳以降とします。
審査結果　原案可決

■太田市特別職の職員で非常勤のもの
の報酬及び費用弁償に関する条例の一
部改正について
説明　地方公務員法の一部改正に伴い、
特別職の非常勤職員の任用が厳格化さ
れ、専門的な知識経験等を有し、それに
基づき助言、調査、診断等を行う者に限
定されたことから、職の見直しおよび整理
を行い、所要の改正を行います。
問 特別職の非常勤職員の任用の厳格
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■太田市交通指導員条例の廃止につい
て
説明　地方公務員法の一部改正により、
特別職の非常勤職員の任用が厳格化さ
れ、交通指導員の業務内容が地方公務
員法に規定する特別職とする職に該当し
ないこととなるため、特別職の非常勤職員
として交通指導員を設置すること等に関
し必要な事項を定める本条例を廃止しま
す。また、附則において太田市交通安全
条例および太田市特別職の職員で非常
勤のものの報酬及び費用弁償に関する
条例の所要の改正を行います。
問 本条例廃止後の交通指導員の運用
方法や処遇について伺います。
答 条例廃止後は規則により運用され、
各地区より推薦のあった者に市長が交通
指導員を委嘱し、現在の報酬と同額を報
償費として支給することで、これまでと同
様に本市の交通安全保持のために活動
をしていただきます。
問 本条例廃止後の交通指導員の定数
や交通指導員として活動する際に加入す
る保険について伺います。
答 今後も現行の定数を維持しつつ人
員確保に取り組み、保険については、本
市が加入している傷害保険で対応します。
審査結果　原案可決

■太田市交通安全教育専門員設置条例
の廃止について
説明　地方公務員法の一部改正により、
交通安全教育専門員の業務内容が特別
職とする職に該当しないこととなるため、
特別職の非常勤職員として交通安全教
育専門員を設置すること等に関し必要な
事項を定める本条例を廃止し、併せて附
則において太田市特別職の職員で非常
勤のものの報酬及び費用弁償に関する
条例の所要の改正を行います。
問 交通安全教育専門員の職務内容を
伺います。
答 幼稚園や保育園、各学校において交

通安全の啓発を目的とする交通安全教
室の実施や、高齢者を対象とする交通安
全講話を行っており、交通安全の啓発とい
う観点では、一定の成果が見られます。
問 交通安全教育専門員の会計年度任
用職員移行後の処遇について伺います。
答 本条例が廃止され、非常勤の特別
職である交通安全教育専門員からパート
タイム会計年度任用職員になることで、職
務内容は専門的な知識や経験を必要と
する職務に特化したものではなく、一般行
政事務を含む内容のものとなり、また、報
酬については本市が定める会計年度任
用職員の給料表に基づいた額を支給す
ることになりますが、勤務日数については
現在と同じ週4日間の勤務です。
審査結果　原案可決

■太田市青少年センター設置条例の一
部改正について
説明　本条例中の指導員および相談員
の定数や任期等の見直しのため、所要の
改正を行い、併せて附則において、現行
の条例で任命または委嘱されている指導
員に係る経過措置について定めます。
問 太田市青少年センター指導員およ
び相談員の定数について伺います。
答 指導員等の人員削減を行うための
ものではなく、現在、任命または委嘱され
ている人数に基づいた、実情に沿った定
数の見直しであり、また、相談員について
は相談内容が多岐にわたり、件数も微増
傾向にあることから増員を見据えた定数
としました。
審査結果　原案可決

■太田市特定教育・保育施設及び特定
地域型保育事業の運営に関する基準を
定める条例の一部改正について
説明　内閣府令で定める「特定教育・保
育施設及び特定地域型保育事業の運営
に関する基準」の改正に伴い、「支給認
定」を「教育・保育給付認定」に改める等
の条文の整理のほか、食事の提供に要す
る費用の取り扱いの変更等について、所
要の改正を行います。
問 昨年10月に子ども・子育て支援法
が改正されているにもかかわらず、本案
の提出時期を今定例会とした理由を伺い
ます。
答 内閣府令で定める運営基準の施行
日から起算して1年を超えない範囲にお
いて、改正条例が制定施行されるまでの
間は、内閣府令で定める運営基準を市町
村の条例で定める基準とみなされること、

ます。
答 保育士の処遇改善については毎年、
市町村から国へ働きかけをしていることか
ら、本市においては修学資金の貸付事業
および奨学金の返済支援事業を併せて
行っていきたいと考えます。
問 本事業の利用者数が低迷している
現状から、事業を活用してもらえるよう利
用者目線で調査研究することについて伺
います。
答 制度ができてまだ3年ですが、利用
者の方からの意見等を聴取した中で、さ
らに研究を進めていきたいと考えます。
審査結果　原案可決

■太田市高額療養費貸付基金条例の廃
止について
説明　従来は、医療機関窓口での支払
い後に高額療養費の申請を行う制度で
あったため、その際の一時負担を軽減す
るため、本貸付基金より貸付を行っていま

また、令和元年9月定例会において、連携
施設の要件緩和を目的とした同条例の
一部改正と併せて提出した場合に、内容
の混同が懸念されたことから、今定例会
に提出しました。
審査結果　原案可決

■太田市保育士修学資金貸付条例の一
部改正について
説明　市内の保育所等の保育士不足を
解消し、保育の質の向上および潜在的待
機児童の解消を目的として制定した本貸
付金条例について、幼児教育・保育の無
償化による保育需要の増加等を踏まえ、
その失効期限を3年間延長します。
問 低賃金の現状が保育士不足の要因
であることに鑑

かんが

み、保育士の資格取得へ
の支援に対してではなく、賃金の改善を
図る制度を構築していくことについて伺い

したが、現在は、あらかじめ高額療養費に
かかわる限度額適用認定証の交付申請
を行うことで、医療機関の窓口では高額
療養費を見越した自己負担分のみ支払
いが可能になったことから、本条例を廃止
します。
問 国民健康保険税滞納者に対して高
額療養費にかかわる限度額適用認定証
の交付をした上で納税相談を促すことの
考え方について伺います。
答 認定証は国民健康保険税の滞納が
ないことを確認できた場合に交付をする
ものであり、まずは相談をしていただき、
現状を見ながら対応をしていきます。
審査結果　原案可決

■権利の放棄について
説明　診療報酬不正受給返還金に係る
債権7,497万473円について、債務者で
ある医療法人社団は、現在、実体がなく、
債務承認をした個人も、現在、高齢で失
業状態にあり再就職の見込みもないこと、
また、預貯金等の資産調査の結果、無資
力またはこれに近い状態で資力の回復も
困難であり、今後も債権を回収できる見
込みがないことから、その権利を放棄しま
す。
審査結果　原案可決

■おおた南一番街クリーンアップ条例
の一部改正について
説明　受動喫煙の防止を図るため、おお
た南一番街に設置した喫煙所の撤去を
行ったことにより、本条例に定める「たば
こルール」等を削除するとともに、南一番
街の用語の定義について、現行の市道名
称等に改めるため、所要の改正を行いま
す。
審査結果　原案可決

■太田市市民農園条例の一部改正につ
いて
説明　5カ所の市民農園のうちの太田市
瑞
み ず

木
き

市民農園が、本年度末をもって閉園
することから、太田市瑞木市民農園の項
目を削除する等の所要の改正を行います。
問 瑞木市民農園の利用状況と利用者
の今後のことについて伺います。
答 19区画のうち15区画が利用されて
おり、利用者に対する説明会を開催して、
今後の意向調査を実施しました。市内の
他の市民農園への移動希望のある方に
ついては、移動をお願いしています。
問 市民農園の地理的な配置のバラン
スについて伺います。
答 市民ニーズの調査等を実施し、増設
等の検討をしていきたいと考えます。
審査結果　原案可決

■太田市都市の低炭素化の促進に関す
る法律関係手数料条例の一部改正につ
いて
説明　国の「都市の低炭素化の促進の
ために誘導すべき基準」の改正に伴い、
低炭素建築物の認定に係る審査手数料

について、所要の改正を行います。
問 「都市の低炭素化の促進のために
誘導すべき基準」の改正内容と改正の目
的を伺います。
答 低炭素化建築物の認定の際に用い
る当該基準について、その評価方法が複
雑であることから、共同住宅の建物全体
の省エネ性能を評価する設計一次エネル
ギー消費量の算定について、共用部分を
除いた住戸部分のみを対象として評価を
行うことのできる簡易な計算方法が導入
されました。このことで、申請者側と審査
者側の双方にとって、制度がわかりやすく
なり、地球温暖化対策等により求められ
る建築物の省エネ対策において、建築物
に対する強化が図られます。
審査結果　原案可決

■太田市建築物のエネルギー消費性能
の向上に関する法律関係手数料条例の
一部改正について
説明　建築物のエネルギー消費性能の
向上に関する法律等の一部改正に伴い、
消費性能向上計画の認定に係る審査手
数料について、所要の改正を行います。
問 法令改正によるメリットを伺います。
答 背景には、地球温暖化対策等により
求められる建築物の省エネ対策がありま
す。国には、省エネ基準の適合義務制度
の対象となる建築物の拡大をする一方で、
簡易な評価制度を導入することで事務負
担の軽減を図り、その申請や審査を円滑
に進め、エネルギー消費の削減効果を高
める狙いがあります。また、省エネ基準の
適合義務制度の対象となる建築物の面
積基準が、2,000平方㍍から300平方
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㍍に引き下げられたことにより、エネル
ギー効率に優れた建物の建築が進むこと、
戸建て住宅等に係る省エネ性能に関する
設計者から建築主への説明が義務化さ
れたことで、建築主の省エネ性能に対す
る理解が進むなどのメリットが挙げられま
す。
審査結果　原案可決

■太田市市道の構造の技術的基準を定
める条例の一部改正について
説明　道路構造令の一部改正により、

「道路を新設又は改築する際の構造の一
般的技術基準」に自転車通行帯の規定
が新設されたことに伴い、所要の改正を
行います。
問 既に市内の道路に整備されている
自転車の通行すべき部分と方向を示す矢
羽根型路面標示との違いおよび自転車
通行帯の今後の整備予定を伺います。
答 矢羽根型路面標示は、自転車道等
の設置が難しい道路について、自転車の
安全な通行を促すために表示しているも
のです。道路構造令における既存の自転
車道の規定は、縁石線または柵その他こ
れに類する工作物により区画して設けら
れる道路の部分で、必要な幅員は原則
1.5㍍以上とされ、新設道路への設置の
推進が図られています。また、今後の本市

における自転車通行帯の整備予定につ
いては、既存の市道の幅員を勘案すると、
その設置は難しく、道路を新設する際に検
討していきたいと考えます。
審査結果　原案可決

■太田市営住宅条例及び太田市特定公
共賃貸住宅条例の一部改正について
説明　さらなる居住の安定を図るため、
市内在住または在勤の要件や連帯保証
人の要件等を廃止し、公営住宅の入居資
格要件を緩和する等、所要の改正を行い
ます。
問 市営住宅の入居率および家賃の滞
納額の状況を伺います。
答 入居率は70％台前半であり、滞納
額は、本年1月末日時点で約1億9千万
円です。
問 連帯保証人を不要とする理由および
家賃滞納の抑止を図る取り組みについて
伺います。
答 本年4月1日に民法の一部を改正す
る法律が施行され、極

きょく

度
ど

額
が く

の定めのない
個人の根

ね

保
ほ

証
しょう

契約は無効とする等の連
帯保証人制度が改正されることから、具
体的な保証金額が示されることで、引き
受けることをちゅうちょするなど、連帯保証
人の設定が、一層困難となる事例が想定
されます。さらに、近年の高齢化の進展に

伴う身寄りのない高齢者の増加、社会情
勢の変化による低所得者の増加などを背
景に、住宅困窮者の市営住宅への入居
の機会を確保し、公営住宅が持つセーフ
ティネットの役割を十分に機能させること
を重要視し、連帯保証人を入居資格要件
から廃止したいと考えます。また、家賃滞
納の抑止を図る取り組みとして、滞納の
初期段階で訪問相談や臨

り ん

戸
こ

徴収を行う
とともに、支払いの困難なケースには、早
い段階で福祉部門との連携をするなど、
丁寧な相談をしながら対応していきたい
と考えます。なお、誠意が見られない場合
には、法的措置などを講じ、毅

き

然
ぜ ん

とした対
応を取っていきたいと考えます。
問 今回の連帯保証人制度の改正は、
連帯保証人の責任の範囲が明示され、
際限のない保証を求められることがなくな
り、連帯保証人の負担が軽減される制度
と考えられます。このことから、家賃の数カ
月分等の少額の極度額を設定するなど
で、滞納抑止のために連帯保証人制度を
残し、高齢者や障がい者などの住宅確保
要配慮者について、免除規定を設けるな
どの対応をしている自治体もありますが、
同様の手法等の検討を実施したか否か
伺います。
答 連帯保証人の一部免除や民間の家
賃保証会社の活用などの検討を行いまし

　2月27日の本会議で設置された予算
特別委員会に「令和2年度太田市一般会
計予算について」など8議案が付託され
ました。当初は3月10日から12日まで
の3日間にわたり予算特別委員会を開
催する予定でしたが、新型コロナウイル
ス感染症拡大防止のため、3月12日、
13日の2日間の開催とし、集中して審査
を行いました。
　各委員の審査後、総括質疑と討論が
行われ、採決の結果、全て可決すべきも
のと決定しました。
　委員会審査での主な質疑、要望など

ています。今年の9月よりマイナポイント事
業が実施される予定であり、国の取り組
み強化も予想されるため、マイナポイント
のプレミアム特典と併せて、カードの申請
方法について、改めて市民に周知すること
で、カードの普及促進につなげたいと考え
ます。
■その他主な質疑、要望等
・本市の公共施設に係るネーミングラ
イツ導入による新たな歳入確保につい
て
・市民税の申告期限延長による影響に
ついて
・地方創生推進交付金の活用について
・ふるさと応援寄附金の具体的な使途
について

問 ふるさと応援寄附金における、にいた
やま教育応援分の寄附者の意向と配当

を委員長報告から抜粋してお知らせし
ます。

問 地方たばこ税収入の安定的な確保
のための取り組みについて伺います。
答 本市において、たばこ税収入は重要
な財源ですので、税収の維持を図らなけ
ればなりませんが、一方で行政として市
民等の健康増進を推進すべき立場にある
ことも考慮しなければならないため、今後
は国等の動向を注視しつつ、税収の安定
的な確保と健康増進の観点から総合的
に検討する必要があります。
問 マイナンバーカード普及への取り組
みについて伺います。
答 本市におけるマイナンバーカードの
普及率は9.7％であり、伸び悩みが続い

◎斎藤　光男
○八長　孝之
　前田　純也
　長　ただすけ
　松浦　武志
　水野　正己
　高木　きよし

　今井　俊哉
　木村　浩明
　中村　和正
　渡辺　謙一郎
　大川　陽一

◎委員長　○副委員長

予 算 特 別 委 員 会 について伺います。
答 応援希望先の各学校への寄附金額
が確定した後、所管部局において、活用
方法等の協議を行い、該当となる予算に
計上します。

●総務費
問 来年度からの、青色回転灯装備車に
よる防犯パトロール活用終了の理由を伺
います。
答 いわゆる青パトによる活動の効果や
実績は大きいと認識していますが、防犯
委員の多くが高齢であること等から、交
通事故等への配慮が必要な状況にあり、
委員の安全を第一に考え、活動終了の決
定に至りました。4月以降は、子どもの見
守りや防犯パトロール、高齢者向けの防
犯啓発活動を柱とした防犯活動を展開し
ますが、市としても防犯協会の新たな活動
をサポートし、活動の後退とならないよう
にしたいと考えます。
問 R

アールピーエー

PA（※1）の有用性と今後の運用
拡大への取り組みについて伺います。
答 NTT東日本と連携した実証実験で
は、人事課および市民税課の2つの事務
において、それぞれ大幅な作業時間削減
がされるなど、高い効果が得られました。
今後、各所属での調査に基づき、業務の
選定を行い、来年度は、優勝の実証実験
と位置付け、RPAの継続的運用の仕組み
づくりを行います。
※ 1 　 R P A（ R o b o t i c  P r o c e s s 
Automation）：これまで人間のみが対応
可能と想定されていた作業、もしくはより
高度な作業を人間に代わって実施できる
ルールエンジンやAI、機械学習等を含む

歳 入
一　般　会　計

教 育 費 に
係 る 歳 入

歳 出

た。導入に至らなかった理由としては、連
帯保証人の一部免除については、免除の
対象外と想定される世帯の割合のほうが、
25％程度と少なくなってしまうこと、原則と
して連帯保証人を必要とすることで、免除
の対象となる世帯であっても、申し込み前
の段階で入居を断念してしまう可能性が
あることなどのデメリットが挙げられます。
また家賃保証会社の活用については、低
所得者等の住宅困窮者のために低廉な
家賃で提供する市営住宅であるのに、さ
らに保証料の負担を課すことについては、
矛盾を払

ふっしょく

拭できません。
審査結果　原案可決

■市道路線の廃止及び認定について
説明　公共事業および民間開発に伴う
路線の廃止や新設道路の認定を行うもの
で、38路線1万1,702㍍を廃止し、49路
線7,411㍍を認定しようとするものです。
審査結果　原案可決
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認知技術を活用した業務を代行・代替す
る取り組み。
■その他主な質疑、要望等
・会計年度任用職員制度導入に伴う人
件費増加等に対する経常経費削減への
取り組みについて
・国際交流事業委託料の内容、目的お
よび効果について
・買い物タクシー運行事業の見直しの
内容と適正な予算計上の必要性につい
て

●民生費
問 生活保護における医療扶助費抑制
の観点から、受給者に対する健康面への
アプローチにより、生活保護費の削減を
図る必要性について伺います。
答 健康の維持および増進を図ることを
目的とし、令和3年1月より被保護者健康
管理支援事業を実施予定です。具体的に
は、情報分析、健診や受診の勧奨、生活
習慣病の保健指導等の実施により、医療
扶助費の抑制に努めていきたいと考えま
す。
問 障がい者相談支援センターの機能
強化と障がい者の親亡き後への対応に
ついて伺います。
答 障がい者の重度化・高齢化、親亡
き後を見据え、地域生活支援拠点事業を
本年度7月よりスタートしました。相談、緊
急時の受け入れ、体験の機会の提供等
が主な機能であり、市内70事業所と連携
を図りながら事業を推進していますが、そ
の中核となる相談支援センターでは、緊
急時に支援が必要となる障がい者へのア
ウトリーチや専門的な人材の確保・育成
のため。相談員を1名増員し、相談機能の
強化を図っていきたいと考えます。
■その他主な質疑、要望等
・新型コロナウイルス感染症拡大に起
因する小学校休校による放課後児童ク
ラブの、来年度以降の利用者数の見込
みと対応について
・幼児教育・保育の無償化に伴う子育
てのための施設等利用給付事業の概要
について
・フレイルの状況把握と健康寿命を延
伸するための取り組みについて

●衛生費
問 新ごみ焼却施設の本格稼働後に解
体が予定されている3号炉および4号炉
跡地の利用について伺います。
答 利用方法等は未定ですが、令和元
年東日本台風の際、清掃センターの敷地
内にごみの仮置き場が不足した経緯があ
り、ストックヤードとしての利用等、研究し
たいと考えます。　
■その他主な質疑、要望等
・新型コロナウイルス感染症への対応
について
・5歳児健診の導入について
・乳がん検診の受診対象年齢引き下げ
について

●農林水産業費
問 令和元年東日本台風被害により明
らかとなった排水機能の課題や、老朽化

が進む排水機場の改修計画について伺
います。
答 県とともに現地確認を行い、経年劣
化の状況や自動化の必要性について訴
えてきました。現在、国の補助事業活用の
検討や改修計画の策定を進めており、予
算の確保の状況によるものの、令和2年
度に基本設計および実施設計を行い、令
和3年度に工事着手できるよう、県と連携
していきたいと考えます。
■その他主な質疑、要望等
・地域ブランド確立に向けた考え方に
ついて
・有害鳥獣対策アドバイザー業務委託
による効果について
・本市におけるC

シーエスエフ

SF（豚コレラ）対策に
ついて

●商工費
問 新型コロナウイルス感染症拡大に伴
う地域経済への影響を考慮した、中小企
業への金融支援について伺います。
答 運転資金等の相談もあることから、
国、県、市、それぞれの制度融資について
説明をしていますが、今後も国や県の動
向を注視し、その他の支援についても検
討したいと考えます。市内中小企業を対
象にアンケート調査を実施したことから、
当該感染症による影響や中小企業が望
む支援等について取りまとめ、今後の検
討材料としていきたいと考えます。
■その他主な質疑、要望等
・ロボットプログラミング等の起業家
教育事業への取り組みについて
・東京2020オリンピック・パラリン
ピック競技大会開催に伴う尾島ねぷた
まつりにおけるインバウンド向け施策に
ついて

●土木費
問 令和元年東日本台風を受けて開催
された群馬県内水対策支援調整会議後
の河川の治水対策について伺います。
答 調整会議を経て、県では、石田川橋
上下流左岸の堤防のかさ上げ、越水箇所
への耐

た い こ う

候性
せ い

大型土のうの設置、排水ポン
プ車の配備を予定しています。本市にお
いても、早川の前

ま え

小
ご

屋
や

樋管において、排水
ポンプの設計委託を発注し、遊休農地を
活用した調整池等の検討を行う等、県の
動向を注視しながら、引き続き治水対策
に取り組んでいきたいと考えます。
問 市街地再開発事業の概要および期
待される効果について伺います。
答 対象となる2地区のうち、浜町第二
地区の再開発については、準備組織がで
きており、今後、県へ認可申請を行います。
商業施設および立体駐車場の建設により、
都市景観の形成、中心市街地のにぎわい
の創出等の効果を期待しています。
■その他主な質疑、要望等
・本市における空き家の現状、推移予
測および抑制に向けた施策について
・妙

みょうさん

参寺
じ

沼
ぬ ま

公園等、特徴を生かした公
園整備への取り組みについて
・金山遊歩道整備の実施状況と今後の
整備について

●消防費
問 N

ネットいちいちきゅう

et119緊急通報システム導入につ
いて伺います。
答 令和2年度中の運用開始に向け、
ハード、ソフト両面の整備、職員研修の実
施、利用希望者に対する説明会を予定し
ており、併せて障がい福祉団体、メール
1
いちいちきゅう

19登録者への案内等、周知を行います。
問 令和元年東日本台風を受けての、避
難所における備品等の配置計画について
伺います。
答 非常用電源の確保が極めて重要で
あると認識しており、事務室内の照明器
具、パソコン等の情報機器、避難者等の
携帯電話充電用の電源としての利用を
想定し、基幹避難所である行政センター
へ配備します。その他、各地区の拠点とな
る避難所に備品倉庫、M

エムシーエー

CA無線機（※
2）を整備する等、災害時における防災の
充実強化を図っていきたいと考えます。
※2　MCA無線：複数の通信チャンネ
ルを多数の利用者が共用することで、
電波の有効利用と利便性を実現した
業務用移動通信システム。
■その他主な質疑、要望等
・妊産婦へのタクシー券補助の検討に
ついて
・職員への防災服の支給要件について
・令和元年東日本台風における諸課題
を受けて地域防災計画の見直しおよび
改定後の防災マップ配布について

●教育費
問 I

アイシーティー

CT機器整備計画の概要および機
器導入後の活用状況等について伺いま
す。
答 計画は、小中学校においては、大型
ディスプレー、ノートパソコン等を、特別支
援学級においては、タブレット端末を平成
30年度から3カ年かけて整備します。イン
ターネット等による映像を流すことで関心
を持たせ、子どもの作品を画面に映し出
して思考を広げる等の活用を図っており、
結論を導き、表現する過程において、非常
に効果的であると認識しています。
問 （仮称）市民体育館建設に係る事業
概要とリノベーションによる経費圧縮の検
討について伺います。
答 避難所機能を強化し、バスケットボー
ル等のプロスポーツの観戦を通じ、市の
活性化につなげたいと考えます。改修も
想定しましたが、利用者の安全、機能性を
勘案した結果、建て替えを行い、経費の
圧縮に取り組みながら、親しみやすい施設
として整備したいと考えます。
■その他主な質疑、要望等
・外国人児童に対する日本語指導体制
の課題について
・尾島、世良田行政センター統合後の
生涯学習センターの管理運営について
・図書館の貸出図書に係る消毒器購入
の検討について

●給与費明細等
問 時間外勤務の主な要因および時間
外勤務削減による職員の生産性向上へ
の取り組みについて伺います。
答 法令等の改正や事務移譲に伴う業

務量の増加が、主な要因として挙げられ
ます。今後は、国が検討している段階的な
定年延長を模索し、事務事業の見直し、
適正な人員配置を行うことで、職員の生
産性が高まるよう努めたいと考えます。

●介護保険特別会計
問 認知症高齢者等徘

は い か い

徊対策G
ジーピーエス

PSシス
テム機器貸与事業の概要と周知方法を
伺います。
答 65歳以上の認知症高齢者、または
介護認定を受けた40歳から64歳の人を
介護する家族にGPSシステム機器を貸与
することで、介護の負担軽減を図ることを
目的とし、本年7月からの実施を予定して
います。申し込み状況により、補正予算等
の対応も検討しますが、事業開始後の状
況を見極め、対応を考えていきたいと思い
ます。広報等への掲載に加え、地域包括
支援センターへも依頼し、必要な人に周
知したいと考えます。
■主な質疑、要望等
・介護保険事業における新たな取り組
みと認知症予防に関する取り組みの重
要性について

●下水道事業等会計
問 下水道の普及率向上について伺い
ます。
答 合併処理浄化槽の設置を増やして
いくことも考えられますが、経営面を考慮
し、整備率の向上を最重点課題として取
り組んでいきたいと考えます。
■その他主な質疑、要望等
・1市2制度で運用されている下水道受
益者負担の統一に伴う周知について
・水洗便所改造資金助成の見直し内容
について

問 新型コロナウイルス感染症対策とリ
スク管理について伺います。
答 厚生労働省や群馬県のホームペー
ジ、太田保健福祉事務所との連絡により、
正確な情報収集に努め、正しい感染予防
対策についての周知を行うとともに、迅速
な対応ができるよう、対策本部を立ち上
げました。感染症にならないための予防
措置を徹底し、市民と共有していくことが
非常に大切と考えます。予算措置につい
ては、対象が漠然としており、現段階では
何に対して予算を付けるべきかという判
断が難しいです。議会からもアドバイスを
いただければありがたいと思います。
問 大型建設事業と太田市公共施設等
総合管理計画について伺います。
答 （仮称）市民体育館は、既存施設の
老朽化もあり、改修等の検討も行ってきま
したが、企業版ふるさと納税寄附金と地
方創生拠点整備交付金を活用した建設
の可能性、財政的な裏付けを模索しまし
た。防災拠点としての避難所機能も強化
し、イベントにも使える、市民が元気になる
ような施設として、54億円という事業費を
算出しましたが、最小の経費で最大の効

特　別　会　計

総　括　質　疑
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議案の審議結果をお知らせします

番　　号 件　　　　　　　　　　名 付 託 先 審議結果 採決結果
議案第 1号 太田市教育委員会委員任命の同意について 省略 同意 賛成全員
議案第 2号 太田市固定資産評価審査委員会委員選任の同意について 省略 同意 賛成全員
議案第 3号 太田市固定資産評価審査委員会委員選任の同意について 省略 同意 賛成全員
議案第 4号 太田市固定資産評価審査委員会委員選任の同意について 省略 同意 賛成全員
議案第 5号 太田市固定資産評価審査委員会委員選任の同意について 省略 同意 賛成全員
議案第 6号 人権擁護委員候補者の推薦について 省略 可決 賛成全員
議案第 7号 人権擁護委員候補者の推薦について 省略 可決 賛成全員
議案第 8号 令和元年度太田市一般会計補正予算（第6号）について 省略 可決 賛成多数
議案第 9号 令和元年度太田市国民健康保険特別会計補正予算（第2号）について 省略 可決 賛成全員
議案第10号 令和元年度太田市後期高齢者医療特別会計補正予算（第2号）について 省略 可決 賛成全員
議案第11号 令和元年度太田市介護保険特別会計補正予算（第4号）について 省略 可決 賛成全員
議案第12号 令和元年度太田市下水道事業等会計補正予算（第3号）について 省略 可決 賛成全員
議案第13号 令和2年度太田市一般会計予算について 予算特別 可決 賛成多数
議案第14号 令和2年度太田市国民健康保険特別会計予算について 予算特別 可決 賛成多数
議案第15号 令和2年度太田市住宅新築資金等貸付特別会計予算について 予算特別 可決 賛成全員
議案第16号 令和2年度太田市後期高齢者医療特別会計予算について 予算特別 可決 賛成多数
議案第17号 令和2年度太田市八王子山墓園特別会計予算について 予算特別 可決 賛成多数
議案第18号 令和2年度太田市介護保険特別会計予算について 予算特別 可決 賛成多数
議案第19号 令和2年度太田市太陽光発電事業特別会計予算について 予算特別 可決 賛成全員
議案第20号 令和2年度太田市下水道事業等会計予算について 予算特別 可決 賛成多数

議案第21号 太田市議会の議員その他非常勤の職員の公務災害補償等に関する条
例の一部改正について 総務企画 可決 賛成全員

議案第22号 太田市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条
例の一部改正について 総務企画 可決 賛成全員

議案第23号 太田市消防団条例の一部改正について 総務企画 可決 賛成全員
議案第24号 太田市交通指導員条例の廃止について 市民文教 可決 賛成全員
議案第25号 太田市交通安全教育専門員設置条例の廃止について 市民文教 可決 賛成多数
議案第26号 太田市青少年センター設置条例の一部改正について 市民文教 可決 賛成全員

議案第27号 太田市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する
基準を定める条例の一部改正について 健康福祉 可決 賛成全員

議案第28号 太田市保育士修学資金貸付条例の一部改正について 健康福祉 可決 賛成全員
議案第29号 太田市高額療養費貸付基金条例の廃止について 健康福祉 可決 賛成多数
議案第30号 おおた南一番街クリーンアップ条例の一部改正について 都市産業 可決 賛成全員
議案第31号 太田市市民農園条例の一部改正について 都市産業 可決 賛成全員

議案第32号 太田市都市の低炭素化の促進に関する法律関係手数料条例の一部改
正について 都市産業 可決 賛成全員

議案第33号 太田市建築物のエネルギー消費性能の向上に関する法律関係手数料
条例の一部改正について 都市産業 可決 賛成全員

議案第34号 太田市市道の構造の技術的基準を定める条例の一部改正について 都市産業 可決 賛成全員

議案第35号 太田市営住宅条例及び太田市特定公共賃貸住宅条例の一部改正につ
いて 都市産業 可決 賛成全員

議案第36号 町の区域の変更について 総務企画 可決 賛成全員
議案第37号 権利の放棄について 健康福祉 可決 賛成全員
議案第38号 財産の取得について 省略 可決 賛成全員
議案第39号 市道路線の廃止及び認定について 都市産業 可決 賛成多数

《市長提出議案》

3月定例会で決まった人事
　2月17日の本会議において市長から提出された人事案
件は、賛成全員により同意されました。
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果を上げたいと考えます。（仮称）太田西
複合拠点公共施設については、新田図書
館を建て替えるに当たり、西地区全体を
取りまとめたものができないかということ
で探ってきました。図書館、行政センター
機能をはじめ、併設のカフェや、医療機関、
健康を維持するための整備等も考えてい
きたいと思います。これからの公共施設の
在り方の1つの例が尾島地区です。西地
区にしても、エリア全体の中核となる施設
がつくられた後は、既存施設を新たな活
動拠点として、ローコストで活力が上がる
よう市民に使ってもらいます。人口減少に
より、若い世代に負担がかかるため、そう
した心掛けでコスト管理をしていきます。
問 新型コロナウイルス感染症拡大によ
る経済的な影響を考慮した施策の実施
や財源確保のための大型建設事業等の
見直しについて伺います。
答 収入の減少に対する所得補償は国
の政策であり、本市では行いません。国民
健康保険税の軽減については、子どもに
係る支援分における均等割には矛盾を感

じます。市民負担を可能な限り減らしたい
と考えますので、テーマとして捉え、制度
設計を行う国に対しても、考え方を改める
よう、強く要望したいと思います。（仮称）
市民体育館建設にはタイミングもあり、本
市が元気になる源として考えており、実施
したいと考えます。スケートボードパーク場
は、かねてから強い要望があり、整備を決
断したところでありますが、現状を鑑

かんが

み、
実施時期等については、検討の余地があ
ると考えます。
■その他主な質疑、要望等
・太田市外三町広域一般廃棄物処理施
設建設に係る経緯や諸課題、既存施設
および跡地の取り扱いについて
・広域事業としての市斎場整備につい
て
・二次救急および三次救急体制の現状
について
・医師不足等に起因する地域医療のリ
スクおよび課題解消の取り組みについ
て

特別委員会における調査・研究報告

特別委員会の中間報告および最終報告を、太田市議会ホーム
ページに掲載しています。

●公共交通対策調査特別委員会　中間報告
●スマートインターチェンジ周辺整備調査特別委員会　最終報告

　 　https://www.city.ota.gunma.jp/
　　240sigikai/katudou/2020-0402-1514-135.html

URLまたは2次元コードからアクセスできます。ぜひご覧ください。

本会議を生中継・録画配信

http://www.city.ota.gunma.jp/240sigikai/

　6月定例会本会議の模様を、太
田市議会ホームページ「市議会
インターネット中継」からご覧
いただけます。

2020年（令和2年） 5月20日号8


	200520_gikai_web(5MB) 1
	200520_gikai_web(5MB) 2
	200520_gikai_web(5MB) 3
	200520_gikai_web(5MB) 4
	200520_gikai_web(5MB) 5
	200520_gikai_web(5MB) 6
	200520_gikai_web(5MB) 7
	200520_gikai_web(5MB) 8



